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第
３
０
６
回
兵
庫
県
議
会

は
、
平
成
22
年
９
月
22
日
か
ら

10
月
26
日
ま
で
の
35
日
間
に
わ

た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
き
な
案
件
は
、
①
２
府
５

県
（
大
阪
、京
都
、兵
庫
、滋
賀
、

和
歌
山
、
鳥
取
、
徳
島
）
を
は

じ
め
と
す
る
関
西
広
域
連
合
の

設
立
議
案
、
②
災
害
に
強
い
森

づ
く
り
や
街
並
み
緑
化
事
業
等

の
県
民
み
ど
り
税
（
県
民
１
人

当
た
り
８
０
０
円
／
年
＋
法
人

超
過
課
税　

資
本
金
１
千
万
以

下
：
２
，
０
０
０
円
か
ら
50
億

円
超
：
８
０
，
０
０
０
円
ま
で

５
段
階　

平
成
23
年
４
月
か
ら

５
年
間
で
個
人
約
１
０
０
億

円
、
法
人
約
20
億
円
、
総
額

１
２
０
億
円
見
込
み
）
の
延
長

議
案
、
③
本
県
独
自
の
産
業
・

雇
用
施
策
事
業
の
法
人
事
業
税

超
過
課
税
（
標
準
税
率
の
１
．

０
５
倍　

平
成
23
年
３
月
か
ら

５
年
間
で
約
２
５
０
億
円
見
込

み
）
の
延
長
議
案
、
④
平
成
21

年
度
決
算
認
定
議
案
、
⑤
平
成

22
年
度
補
正
予
算
案
、
⑥
新
行

革
プ
ラ
ン
３
年
目
に
お
け
る
総

点
検
と
見
直
し
等
々
が
あ
り
ま

す
。
い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て

も
事
業
目
的
に
よ
る
超
過
課
税

で
す
し
、
あ
る
い
は
県
民
生
活

に
直
結
す
る
も
の
ば
か
り
で
す

か
ら
、
目
的
に
沿
っ
た
事
業
施

策
の
展
開
と
成
り
得
て
い
る
か

を
十
分
に
検
討
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
①
～
⑤
は
そ
れ
ぞ
れ

可
決
・
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
延
長
さ
れ
ま
し

た
超
過
課
税
で
類
似
の
制
度
と

し
て
、
こ
れ
ま
で
勤
労
者
の
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
）
活
動
の
た

め
の
拠
点
施
設
の
整
備
や
、
地

域
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
支
援
す

る
「
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
21
ひ
ょ

う
ご
」
事
業
、
県
民
が
多
彩
な

実
践
活
動
に
取
り
組
め
る
県
民

交
流
の
広
場
づ
く
り
を
支
援
す

る
「
県
民
交
流
広
場
事
業
」
な

ど
を
展
開
、
昨
年
平
成
21
年
度

か
ら
は
、
勤
労
者
福
祉
の
向
上

を
め
ざ
す
と
い
う
基
本
を
貫
き

な
が
ら
、
⑴
勤
労
者
の
労
働
環

境
向
上
、
⑵
子
育
て
と
仕
事
の

両
立
、
⑶
子
育
て
世
帯
へ
の
支

援
に
取
り
組
む
た
め
、
法
人
県

民
税
法
人
税
割
の
超
過
課
税

（
標
準
税
率
5.0
％
＋
0.8
％
、
平

成
21
年
９
月
か
ら
５
年
間
で

１
０
５
億
円
）
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

新
行
革
プ
ラ
ン
の
中
間
総

括
・
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
財

政
再
建
、
削
減
あ
り
き
で
な
く

真
に
県
民
に
と
っ
て
現
在
・
未

来
を
展
望
で
き
る
も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、と
り
わ
け
医
療
、

福
祉
、
教
育
、
治
安
な
ど
の
安

全
・
安
心
の
「
ひ
ょ
う
ご
づ
く

り
」
と
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

確
か
な
未
来
・
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

県
政
報
告
レ
ポ
ー
ト上
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第
３
０
６
回
兵
庫
県
議
会
の
重
要
案
件
等

　

町
道
井
ノ
口
中
島
線
、
西

治
長
野
線
（
ほ
場
整
備
関
連
）

の
要
望
額
、
１
億
２
千
万
円
、

８
千
万
円
に
対
し
て
当
初
そ
れ

ぞ
れ
２
千
万
円
し
か
割
当
が
な

く
、
４
月
９
日
に
嶋
田
町
長
を

は
じ
め
と
す
る
町
幹
部
、
高
橋

西
治
区
長
、
宮
内
町
会
議
員

等
々
か
ら
要
望
を
受
け
私
は
、

県
当
局
、地
元
代
議
士
に
要
請
、

「
秋
の
補
正
で
何
と
か
頑
張
ろ

う
」
と
確
認
し
、
８
月
30
日
に

は
民
主
党
・
県
民
連
合
議
員
団

会
議
室
で
、
県
当
局
と
橋
本
副

町
長
以
下
町
幹
部
、高
橋
区
長
、

宮
内
議
員
等
々
と
要
望
・
意
見

◆
福
崎
町　

平
成
22
年
度
街
路
事
業

　
　
　
　
　
　
　

２
億
円
満
額　

追
加
決
定
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そ
こ
で
民
主
党
・
県
民
連
合

議
員
団
と
し
て
、
現
地
調
査
を

行
い
嶋
田
福
崎
町
長
、
高
橋
西

治
区
長
、
中
井
西
光
寺
区
長
、

松
岡
町
会
副
議
長
を
は
じ
め
と

す
る
町
、
地
元
関
係
者
の
方
々

か
ら
の
意
見
を
要
望
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
大
庄
屋
三
木
家
の

保
存
改
修
事
業
に
つ
い
て
も
調

査
・
見
学
を
行
い
、
平
成
23
年

度
予
算
確
保
に
つ
い
て
も
要
請

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
当
日
の
現
地
調
査
先

は
福
崎
町
西
治
地
区
ほ
場
整

備
、
姫
ヶ
池
・
老
朽
た
め
池
改

修
、
西
光
寺
の
水
路
の
漏
水
箇

所
、
西
脇
市
市
原
新
池
老
朽
た

め
池
改
修
、三
木
市
増
田
奥
池
・

中
池
老
朽
た
め
池
改
修
、
加
古

川
市
八
幡
地
区
用
水
路
の
パ
イ

プ
ラ
イ
ン
化
事
業
を
調
査
い
た

し
ま
し
た
。

交
換
会
を
持
ち
そ
の
結
果
、
９

月
末
日
に
追
加
満
額
決
定
が
あ

り
ま
し
た
。
地
元
の
要
望
に
対

し
て
、
県
会
議
員
の
役
割
と
し

て
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト（
企
画
・

組
立
て
・
調
整
）、サ
ポ
ー
ト（
支

援
）
が
、
ス
ム
ー
ズ
に
タ
イ
ミ

ン
グ
良
く
効
果
を
得
ら
れ
た
と

思
い
ま
す
。
政
権
交
代
の
効
果

も
大
き
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

◆
土
地
改
良
関
係
予
算
に
つ
い
て

　

土
地
改
良
予
算
に
つ
い
て
新

政
権
に
な
り
、
平
成
22
年
度
予

算
で
は
例
年
の
1/3
に
減
額
さ
れ

て
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
心
配
を

か
け
て
い
ま
す
。
従
来
の
農
業

農
村
整
備
事
業
は
、
今
後
国
営

事
業
を
重
点
に
予
算
化
し
、
地

方
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
新
た

に
一
括
交
付
金
（
農
山
漁
村
地

域
整
備
交
付
金
）
と
し
て
地
方

の
自
由
度
を
増
し
た
上
で
効
率

的
に
事
業
執
行
を
行
お
う
と
す

る
も
の
で
す
。
ま
た
、
大
き
く

予
算
が
減
額
さ
れ
た
背
景
に
は

事
業
仕
分
け
で
も
問
題
に
さ
れ

ま
し
た
が
、
土
地
改
良
予
算
が

こ
れ
ま
で
恒
常
的
に
繰
越
し
さ

れ
て
来
た
こ
と
に
あ
り
、
一
度

繰
越
し
予
算
を
清
算
す
る
こ
と

に
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
政
府
の
平
成
23

年
度
概
算
要
求
で
は
、
兵
庫

県
と
し
て
真
に
必
要
な
予
算

と
し
て
積
み
上
げ
た
事
業
費

９
８
億
８
６
百
万
円
を
大
き
く

下
回
る
３
７
億
２
３
百
万
円
と

予
想
さ
れ
ま
す
。

◆
福
崎
町
を
は
じ
め
現
地
調
査
（
10
月
28
日
）

西治地区で

西光寺地区　姫ヶ池で
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◆
県
道
西
脇
八
千
代
市
川
線

　
　
　
　

下
牛
尾
地
内　

補
正
予
算
決
定

　

生
活
関
連
県
道
改
良
事
業
と

し
て
、
県
道
西
脇
八
千
代
市
川

線
外
31
路
線　

７
億
円
が
補
正

予
算
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
路
線
は
３
年
前
か
ら
の
曰
く

付
の
路
線
で
す
が
、
何
と
か
今

回
、
河
内
口
の
三
叉
路
部
分
の

道
路
改
良
予
算
が
付
き
ま
し

た
。
ま
た
、
10
月
22
日
に
は
、

藤
原
市
川
副
町
長
、藤
本
課
長
、

岡
本
下
牛
尾
、
青
木
上
牛
尾
両

区
長
と
岩
木
総
務
で
民
主
党
・

県
民
連
合
議
員
団
会
議
室
で
、

今
後
の
取
り
組
み
に
対
し
て
の

要
望
・
意
見
交
換
会
を
持
ち
、

道
路
街
路
課
長
・
県
当
局
に
強

く
継
続
し
た
事
業
推
進
を
要
請

い
た
し
ま
し
た
。

◆
鹿
野
道
彦
農
林
水
産
大
臣
に
直
訴

　

11
月
１
日
に
、
民
主
党
・
県

民
連
合
議
員
団
と
し
て
土
地
改

良
予
算
の
確
保
に
つ
い
て
、
鹿

野
道
彦
農
林
水
産
大
臣
に
直

訴
、
地
元
国
会
議
員
に
要
請
活

動
を
行
い
ま
し
た
。
１
日
は
、

衆
参
本
会
議
、
予
算
委
員
会
が

開
催
の
め
ど
さ
え
つ
か
ず
、
ま

た
ロ
シ
ア
の
メ
ド
ベ
ー
ジ
ェ
フ

大
統
領
の
北
方
領
土
視
察
や
Ｔ

Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
戦
略
的
経
済

連
携
協
定
）
問
題
等
々
で
、
筒

井
信
孝
副
農
林
水
産
大
臣
と
の

面
会
と
な
り
ま
し
た
。
ち
な
み

に
同
席
の
農
村
振
興
局
次
長
齋

藤
氏
は
兵
庫
県
豊
岡
市
城
崎
の

出
身
で
し
た
。

　

医
療
、
福
祉
、
教
育
、
治
安

等
に
つ
い
て
は
、
本
当
は
ひ
と

り
一
人
の
生
活
に
直
接
関
わ
る

問
題
で
す
が
、
制
度
と
し
て
は

市
・
町
独
自
分
を
除
け
ば
同
じ

な
の
で
有
権
者
の
関
心
は
ど
う

し
て
も
ハ
ー
ド
事
業
に
集
ま
る

と
思
い
ま
す
。そ
こ
で
ま
ず
ハ
ー

ド
事
業
を
中
心
に
取
り
組
み
状

況
を
報
告
い
た
し
ま
す
が
、
何

よ
り
も
平
成
19
年
度
突
然
に「
兵

庫
県
財
政
全
国
ワ
ー
ス
ト
２
位
」

と
の
発
表
が
あ
り
新
行
財
政
改

革
推
進
方
策
（
新
行
革
プ
ラ
ン
）

の
策
定
、
さ
ら
に
は
追
い
打
ち

を
か
け
る
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
発

世
界
同
時
不
況
（
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
）
に
よ
り
大
幅
な
税

収
不
足
に
陥
り
ま
し
た
。

　

そ
の
新
行
革
プ
ラ
ン
の
中
で

も
、
財
政
再
建
の
た
め
に
公
共

事
業
費
の
大
幅
な
削
減
が
打

ち
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
内

容
は
、
平
成
19
年
度
で
、
平

成
５
年
度
を
１
０
０
と
す
る

と
兵
庫
県
は
１
１
０
％
、
全
国

平
均
は
65
％
な
の
で
、
３
年
間

で
全
国
水
準
ま
で
落
と
す
と
い

う
内
容
で
２
８
０
０
億
円
か
ら

１
９
０
０
億
円
ま
で
落
と
す
と

い
う
も
の
で
し
た
。

　

し
か
し
、
不
況
に
対
す
る
大

幅
な
大
型
補
正
「
緊
急
経
済
雇

用
対
策
事
業
」
や
災
害
復
旧
対

策
事
業
、
市
町
合
併
支
援
道
路

事
業
で
事
業
費
の
確
保
を
行
う

こ
と
が
で
き
、
神
崎
郡
で
は
従

前
ど
お
り
の
社
会
基
盤
整
備
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

副大臣に説明する上野議員
筒井副大臣　　　　　永富政調会長　　　　　芝野議員
斉藤次長　　　　　　上野議員　　　　　　　東野議員

◆
平
成
19
年
６
月
８
日
か
ら
３
年
半
の
取
り
組
み
状
況

道路街路課長等県当局
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◆
継
続
事
業
も
順
調
に
推
進

　
　
　
　
　
　

及
び
新
規
事
業
も
着
工

福
崎
土
木
事
務
所
関
係

事
業
費
総
括
表

（
道
路
・
河
川
・
砂
防
）

＊
注　

平
成
21
年
度
、
河
川
・
砂
防

で
災
害
関
連
事
業
が
多
い
。

平
成
19
年
度　

22
億
68
百
万
円

　

交
通
安
全
：
三
木
宍
粟
線（
福

崎
・
大
貫
）、
３
１
２
号
線
（
市

川
・
西
田
中
）、
舗
装
補
修
：

加
美
宍
粟
線
（
神
河
・
岩
屋
）、

橋
梁
補
修
：
神
崎
橋
（
福
崎
・

西
野
）、
道
路
改
良
：
岩
屋
生

野
線
（
神
河
・
大
畑
、
越
知
、

岩
屋
）、
甘
地
福
崎
線
（
福
崎
・

山
崎
）、
長
谷
市
川
線
（
神
河
・

寺
前
）

　

砂
防　

小
谷
川
堰
提（
神
河
・

大
山
）、
亀
岩
川
堰
提
（
神
河
・

根
宇
野
）、
井
津
ノ
奥
川
堰
提

（
福
崎
・
田
口
）、
志
で
が
谷
川

（
神
河
・
根
宇
野
）

平
成
20
年
度　

25
億
24
百
万
円

　

交
通
安
全
：
岩
屋
生
野
線

（
神
河
・
岩
屋
）、
舗
装
補
修
：

一
宮
生
野
線
（
神
河
・
長
谷
）、

橋
梁
補
修
：
神
崎
橋
（
福
崎
・

西
野
）、
新
大
山
橋
（
神
河
・

吉
富
）、
道
路
改
良
：
長
谷
市

川
線
（
神
河
・
寺
前
）、
甘
地

福
崎
線
（
福
崎
・
山
崎
）、
岩

屋
生
野
線
（
神
河
・
岩
屋
）、

田
口
福
田
線
（
福
崎
・
田
口
）

　

河
川
・
振
古
川
（
市
川
・
谷
）、

砂
防
：
小
谷
川
堰
提
（
神
河
・

大
山
）、
亀
岩
川
堰
提
（
神
河
・

根
宇
野
）、
井
津
ノ
奥
川
堰
提

（
福
崎
・
田
口
）、
志
で
が
谷
川

（
神
河
・
根
宇
野
）

平
成
21
年
度　

35
億
62
百
万
円

　

交
通
安
全
：
加
美
宍
粟
線

（
神
河
・
中
村
）、
三
木
宍
粟
線

（
福
崎
・
大
貫
）、
岩
屋
生
野

線
（
神
河
・
岩
屋
）、
３
１
２

号
線
（
神
河
・
福
本
）、
災
害

防
除
：
岩
屋
生
野
線
（
神
河
・

大
畑
）、
舗
装
補
修
：
加
美
宍

粟
線
（
神
河
・
岩
屋
）、
橋
梁

補
修
：
３
１
２
号
線
津
久
志
野

橋
（
神
河
・
大
山
）、
千
本
橋

（
神
河
・
猪
篠
）、
道
路
改
良
：

岩
屋
生
野
線
（
神
河
・
越
知
）、

前
之
庄
市
川
線（
福
崎
・
高
岡
）、

加
美
宍
粟
線
（
神
河
・
上
小
田
）

　

河
川
・
振
古
川
（
市
川
・
谷
）、

災
害
関
連
：
犬
見
川
・
登
り
川

（
神
河
・
川
上
）、
緊
急
砂
防
：

ハ
タ
ギ
リ
谷
川（
神
河
・
川
上
）、

砂
防
：
小
谷
川
堰
提
（
神
河
・

大
山
）、
亀
岩
川
堰
提
（
神
河
・

根
宇
野
）、下
村
谷
川
堰
提
（
神

河
・
作
畑
）、
前
田
川
堰
提
（
市

川
・
上
牛
尾
）、
井
津
ノ
奥
川

堰
提
（
福
崎
・
田
口
）

平
成
22
年
度　

22
億
７
千
万
円

　

交
通
安
全
：
加
美
宍
粟
線（
神

河
・
中
村
、
宮
野
）、
三
木
宍

粟
線
（
福
崎
・
大
貫
）、
岩
屋

生
野
線
（
神
河
・
岩
屋
）、
西

田
原
姫
路
線（
福
崎
・
南
田
原
）、

道
路
改
良
：
岩
屋
生
野
線
（
神

河
・
越
知
）、
３
１
２
号
線
（
市

川
・
浅
野
）、
橋
梁
補
修
：
加

美
宍
粟
線
・
粟
賀
大
橋
（
神
河
・

粟
賀
）

　

河
川
・
振
古
川
（
市
川
・
谷
）、

災
害
関
連
：
犬
見
川
・
登
り
川

（
神
河
・
川
上
）、
緊
急
砂
防
：

ハ
タ
ギ
リ
（
神
河
・
川
上
）、

砂
防
：
小
谷
川
堰
提
（
神
河
・

大
山
）、
亀
岩
川
堰
提
（
神
河
・

根
宇
野
）、下
村
谷
川
堰
提
（
神

河
・
作
畑
）、
前
田
川
堰
提
（
市

川
・
上
牛
尾
）、
井
津
ノ
奥
川

堰
提
（
福
崎
・
田
口
）、
水
谷

川
堰
提
（
神
河
・
新
田
）

姫
路
農
林
事
務
所
関
係

事
業
費
総
括
表

　
（
土
地
改
良
・
林
道
・
治
山
）

＊
注　

農
林
の
事
業
は
地
元
負
担
が

伴
い
各
町
の
申
請
に
基
づ
く
事
業

及
び
、
林
道
、
治
山
で
は
平
成
21

年
度
災
害
関
連
事
業
が
多
い
。

平
成
19
年
度

　

４
億
７
４
４
３
万
６
千
円

福
崎
町　

４
千
65
万
１
千
円　

　

土
地
改
良
２
箇
所
、
治
山
１

　

箇
所

市
川
町　

９
千
92
万
円　
　
　

　

土
地
改
良
２
箇
所
、
林
道
３

　

箇
所
、
治
山
２
箇
所

神
河
町

　

３
億
４
２
８
６
万
５
千
円　

　

土
地
改
良
２
箇
所
、
林
道
５

　

箇
所
、
治
山
11
箇
所

平
成
20
年
度

　

４
億
３
３
４
８
万
６
千
円　

福
崎
町

　

７
千
７
２
６
万
７
千
円　

　

土
地
改
良
３
箇
所
、
治
山
１

　

箇
所

市
川
町　

　

５
千
９
３
４
万
５
千
円　
　

　

土
地
改
良
１
箇
所
、
林
道
２

　

箇
所
、
治
山
１
箇
所

神
河
町

　

２
億
９
６
８
７
万
４
千
円　

　

土
地
改
良
３
箇
所
、
林
道
３

　

箇
所
、
治
山
８
箇
所
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◆
決
算
特
別
委
員
会
質
疑
抜
粋

《
財
政
状
況
》

・
人
件
費
削
減
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
効
果
額
は

　
　

21
年
度
実
績
ベ
ー
ス
で
、

　
　

給
料
月
額
の
減
額
な
ど
の

独
自
カ
ッ
ト
分
、
人
事
委
員
会

勧
告
に
よ
る
引
き
下
げ
分
、
職

員
数
削
減
分
に
区
分
し
た
、
人

件
費
削
減
の
効
果
額
を
う
か
が

う
。

　
　

20
年
度
と
21
年
度
の
単
純

　
　

比
較
で
は
、
給
料
は
59
億

円
減
、
期
末
勤
勉
手
当
は

１
０
５
億
円
減
、
退
職
手
当
は

１
４
５
億
円
減
と
な
っ
て
い

る
。

　

そ
の
他
の
質
問

・
国
の
補
正
予
算
に
よ
る
効
果

　

額
に
つ
い
て

・
県
税
過
誤
納
還
付
金
に
つ
い

　

て
・
一
時
借
入
金
に
つ
い
て

・
健
全
な
財
政
運
営
に
つ
い
て

《
企
画
県
民
部
》

・
地
域
再
生
大
作
戦
の
効
果
的

展
開
を

　
　

事
業
全
体
の
相
乗
効
果
の

　
　

発
揮
等
に
よ
り
、
最
大
の

事
業
効
果
を
生
む
よ
う
取
り
組

む
べ
き
。

　
　

推
進
本
部
で
各
施
策
の
進

　
　

捗
状
況
や
地
域
課
題
等
を

情
報
共
有
し
、
地
域
に
ふ
さ
わ

し
い
支
援
策
を
組
み
合
わ
せ
て

推
進
。
ふ
る
さ
と
自
立
計
画
推

進
モ
デ
ル
事
業
の
神
河
町
新

田
・
作
畑
で
は
、
県
土
整
備
部

推
進
の
「
ひ
ょ
う
ご
田
舎
暮
ら

し
」
の
一
環
で
、
町
実
施
の
空

き
家
見
学
ツ
ア
ー
と
連
携
し
、

田
舎
暮
ら
し
の
魅
力
を
発
信
し

て
い
る
。

　

そ
の
他
の
質
問

・
神
出
学
園
、
山
の
学
校
の
現

　

状
と
取
り
組
み
に
つ
い
て

⑴
両
校
の
実
績
に
つ
い
て

平
成
21
年
度

　

７
億
４
９
８
９
万
４
千
円　

福
崎
町　

　

２
億
３
３
０
０
万
１
千
円　

　

土
地
改
良
４
箇
所
、
林
道
１

　

箇
所
、
治
山
１
箇
所

市
川
町　

　

３
千
７
９
２
万
５
千
円　

　

土
地
改
良
１
箇
所
、
林
道
１

　

箇
所
、
治
山
２
箇
所

神
河
町　

　

４
億
７
８
９
６
万
８
千
円　

　

林
道
14
箇
所
、
治
山
16
箇
所

平
成
22
年
度

　

７
億
７
６
１
万
８
千
円　

福
崎
町　

　

１
億
９
９
１
６
万
１
千
円　

　

土
地
改
良
４
箇
所
、
治
山
２

　

箇
所

市
川
町　

　

１
千
万
９
千
円

　

林
道
２
箇
所
、
治
山
１
箇
所

神
河
町　

　

４
億
９
８
４
４
万
８
千
円　

　

林
道
５
箇
所
、
治
山
14
箇
所

⑵
修
了
者
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

　

プ
に
つ
い
て

⑶
環
境
変
化
へ
の
対
応
に
つ
い
て

⑷
但
馬
や
ま
び
こ
の
郷
、
清
水

　

が
丘
学
園
と
の
連
携
に
つ
い

　

て
《
農
政
環
境
部
》

・
今
後
の
農
政
の
方
向
に
つ
い
て

　
「
新
た
な
食
料
・
農
業
・
農

村
基
本
計
画
」
が
平
成
22
年
３

月
30
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
、
そ

の
特
徴
的
な
方
針
提
起
は
、
水

稲
中
心
と
し
た
農
業
経
営
に
お

い
て
、
減
反
や
転
作
に
よ
る
生

産
調
整
か
ら
、
米
を
作
っ
て
生

産
調
整
を
進
め
て
い
こ
う
と

し
、
そ
の
販
売
を
農
協
に
頼
る

の
で
は
な
く
自
ら
が
販
売
し
て

い
こ
う
と
す
る
も
の
だ
と
思
い

ま
す
。そ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
、

以
下
の
点
に
つ
い
て
質
問
い
た

し
ま
す
。

　
　
「
新
た
な
食
料
・
農
業
・

　
　

農
村
基
本
計
画
」
の
認
識

に
つ
い
て

　
「
水
稲
農
家
が
減
反
を
せ
ず

に
米
を
作
れ
る
。
そ
の
上
に
、

８
万
円
／
反
の
交
付
金
が
頂
け

る
。
今
ま
で
の
制
度
は
農
家

の
意
欲
を
削
い
で
き
た
。
戸

別
所
得
補
償
制
度
、
こ
ん
な

素
晴
ら
し
い
政
策
は
な
い
」。

２
０
１
０
年
10
月
４
日
放
送
の

報
道
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
、
秋

田
県
大
潟
村
、
あ
き
た
こ
ま
ち

生
産
者
協
会
、
涌
井
徹
社
長
の

話
で
す
。

　

例
え
ば
、
大
ま
か
な
計
算
で

す
が
、
大
潟
村
の
よ
う
に
15
㌶

の
大
規
模
農
家
で
は
、
半
分
の

7.5
㌶
で
需
給
調
整
を
行
う
と
す

れ
ば
、
10
㌃
分
は
控
除
さ
れ

る
の
で
、
主
食
米
定
額
の
補

償
は
74
反
×
１
万
５
千
円
で

１
１
１
万
円
で
す
が
、
需
給
調

整
し
た
半
分
の
農
地
で
米
粉
用

の
米
を
栽
培
し
販
売
す
れ
ば
、

74
反
×
８
万
円
で
６
０
０
万
円

の
交
付
金
が
支
給
さ
れ
、
合
計

７
１
１
万
円
の
交
付
を
受
け
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

平
成
22
年
度
の
大
潟
村
・
生
産

Ａ Ｑ

Ａ Ｑ

Ｑ
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者
協
会
１
２
０
戸
１
，
８
０
０

㌶
の
経
営
面
積
の
内
で
米
粉
用

米
作
付
面
積
は
、
せ
い
ぜ
い
50

㌶
、
20
ト
ン
の
収
量
と
50
％
の

９
０
０
㌶
に
は
程
遠
い
で
す

が
、
一
方
、
６
反
50
㌃
程
度
の

小
規
模
兼
業
農
家
で
は
、
半
分

が
需
給
調
整
な
ら
ば
、
米
粉
や

飼
料
用
米
の
独
自
販
売
も
ま
ず

困
難
で
あ
る
の
で
、
10
㌃
分
は

控
除
さ
れ
、
20
㌃
分
の
主
食
米

定
額
補
償
の
３
万
円
だ
け
の
交

付
に
な
り
ま
す
。こ
の
こ
と
は
、

農
業
構
造
の
転
換
促
進
に
向
け

た
大
規
模
農
家
へ
の
手
厚
い
支

援
と
、
零
細
農
家
へ
は
営
農
継

続
へ
の
意
識
付
け
程
度
の
支
援

と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
戸
別
所
得
補
償
制

度
を
「
農
家
へ
の
ば
ら
ま
き
制

度
」
と
批
判
さ
れ
る
方
も
お
ら

れ
ま
す
が
、
私
は
、
販
売
ル
ー

ト
を
独
自
開
拓
す
る
等
の
意
欲

あ
る
大
規
模
農
家
に
と
っ
て
大

き
な
支
援
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
大
規
模
経
営
の
促
進
、

農
家
の
自
立
に
つ
な
が
り
、
か

つ
、
現
状
と
し
て
我
が
国
の
農

村
や
農
地
の
維
持
に
は
不
可
欠

な
零
細
・
兼
業
農
家
へ
の
最
低

限
の
支
援
を
行
う
制
度
と
な
っ

て
お
り
、
我
が
国
の
現
状
か
ら

未
来
を
見
据
え
た
制
度
設
計
と

な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ま
す
。

　

こ
こ
ま
で
、
国
が
昨
年
度
末

に
発
表
し
た
今
後
の
農
政
の
方

向
を
示
す
「
新
た
な
食
料
・
農

業
・
農
村
基
本
計
画
」
の
う
ち
、

特
徴
的
な
方
針
転
換
と
な
っ
て

い
る
「
戸
別
所
得
補
償
制
度
」

に
対
す
る
私
の
見
解
を
述
べ
て

き
ま
し
た
が
、
最
後
に
、
こ
の

点
も
含
め
た
、
国
の
「
新
た
な

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
」

に
対
す
る
県
と
し
て
の
認
識
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
「
県
民
の
食
と
暮
ら
し
を

　
　

支
え
る
ひ
ょ
う
ご
の
農
」

を
県
の
新
ビ
ジ
ョ
ン
の
め
ざ
す

姿
と
し
、
①
耕
作
放
棄
地
の
再

生
利
用
等
の
推
進
、
新
た
な
用

途
等
に
対
応
し
た
産
地
づ
く
り

に
よ
る
「
農
産
物
の
安
定
生
産

の
確
保
」、
②
生
産
か
ら
加
工
、

販
売
の
一
体
化
に
よ
る
高
付
加

価
値
化
を
図
る
「
６
次
産
業
化

等
の
推
進
」
な
ど
を
施
策
項
目

と
し
て
検
討
。

　

そ
の
他
の
質
問

・
大
規
模
稲
作
農
家
に
お
け
る

　

米
販
売
の
取
り
組
み
等
に
つ

　

い
て

・
新
規
需
要
米
の
取
り
組
み
状

　

況
に
つ
い
て

・
ひ
ょ
う
ご
農
水
産
物
ブ
ラ
ン

　

ド
戦
略
の
平
成
21
年
度
に
お

　

け
る
成
果
に
つ
い
て

・
県
の
主
体
的
な
販
売
促
進
等

　

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

《
県
土
整
備
部
》

・
適
正
な
施
工
体
制
の
確
保
を

　
　

一
括
下
請
け
禁
止
な
ど
の

　
　

適
正
な
施
工
体
制
確
保

と
、
厳
正
検
査
に
関
す
る
取
組

状
況
と
認
識
を
う
か
が
う
。

　
　

一
括
下
請
け
の
禁
止
を
明

　
　

記
し
、
元
請
負
業
者
に
は

監
理
技
術
者
を
、
下
請
負
業
者

に
は
主
任
技
術
者
の
配
置
を
義

務
づ
け
、
適
切
に
指
導
監
督
す

る
仕
組
み
を
施
工
体
制
台
帳
・

体
系
図
に
よ
り
確
認
。
今
後
と

も
、
定
期
確
認
と
臨
時
確
認
等

を
通
じ
、
施
工
体
制
確
保
に
努

め
る
。

　

そ
の
他
の
質
問

・
道
路
の
維
持
・
管
理
に
つ
い

　

て
・
道
路
敷
等
の
行
政
財
産
の
処

　

分
に
つ
い
て

・
総
合
評
価
落
札
方
式
に
お
け

　

る
加
算
点
の
算
出
方
法
に
つ

　

い
て

・
県
営
住
宅
駐
車
場
の
有
料
化

　

に
つ
い
て

《
病
院
局
》

・
患
者
や
家
族
の
疑
問
や
苦
情

　
対
応
に
つ
い
て

　
　

医
事
紛
争
の
解
決
及
び
患

　
　

者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
向

け
た
県
立
病
院
の
取
組
状
況

は
。

　
　

県
立
病
院
に
相
談
受
付
及

　
　

び
医
療
従
事
者
と
の
連
絡

調
整
等
を
行
う
専
任
職
員
、
病

院
局
に
医
療
紛
争
相
談
専
門
員

を
配
置
。
患
者
等
か
ら
の
疑
問

や
苦
情
に
は
、
事
実
関
係
を
十

分
確
認
し
、
理
解
に
至
る
ま
で

説
明
に
努
め
、
改
善
す
べ
き
点

は
速
や
か
に
改
善
を
図
る
な

ど
、
丁
寧
に
対
応
し
て
い
る
。

　

そ
の
他
の
質
問

・
人
件
費
削
減
に
よ
る
効
果
に

　

つ
い
て

・
診
療
報
酬
の
改
定
に
伴
う
効

　

果
に
つ
い
て

・
許
可
病
床
数
の
稼
働
病
床
数

　

の
差
異
に
つ
い
て

・
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ

　

ン
ト
等
の
推
進
に
つ
い
て

・
災
害
医
療
セ
ン
タ
ー
事
業
の

　

実
態
に
つ
い
て

Ａ

ＱＡ

Ｑ

Ａ
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4 月　1 日 連合兵庫 2010 政治研修会：神戸
4 日 神河町消防団初出式：神崎中学校
8 日 福崎高校入学式、老人大学神崎・福寿学園開校式：福崎町
9 日 街路事業、ほ場整備事業予算打ち合わせについて：福崎町役場

10 日 ひまわり荘花見会：ひまわり荘
12 日 神崎理容組合総会：福崎保健所
16 日 議員団総会：神戸
19 日 文教常任委員会：神戸
20 日 神河町議会議員選挙告示
25 日 神河町議会議員選挙投開票日
27 日 政務調査：神戸
29 日 連合姫路メーデー：姫路
30 日 上田中現地調査（鹿柵及び護岸整備について）：市川町

5 月　6 日 議員団総会：神戸
7 日 アールミナール神崎工場関係者を町長へ紹介

12 日 政務調査：神戸
稲美町長選挙告示

15 日 神崎郡ソフトボール協会役員会：市川町

16 日 福崎町消防団操法大会：福崎東中
稲美町長選挙投開票日

17 日 文教常任委員会、議員団総会：神戸
19 日 神姫バス路線退出についての調査：市川町、神姫バス本社
23 日 神河町消防操法大会：大河内中
25 日 神河町戦没者追悼慰霊祭：姫路護国神社、議員団管内調査：明石清水丘学園、明石学園
27 日 議員団総会：神戸
28 日 福崎町戦没者追悼慰霊祭：エルデホール
30 日 市川町消防団操法大会：川辺小、被差別部落の現地実態調査：宍粟市

6 月　2 日 アールミナール神崎工場関係者を商工会へ紹介
3 日 議会（初日）、議員団総会：神戸
6 日 神河町観光交流センター会館イベント、加古川市議会議員選挙告示
7 日 福崎防犯協会総会：福崎警察
8 日 議会（２日目）代表質問、議員団総会：神戸
9 日 福崎交通安全３協会総会

10 日 民主党国政報告会：神戸文化ホール
11 日 議会（最終日）、議員団総会：神戸
15 日 神崎郡体育協会総会：市川町
17 日 農政環境常任委員会、議員団総会：神戸
20 日 神崎郡ソフトボール大会：市川町
23 日 土木事業調査：福崎土木事務所
24 日 参議院議員選挙告示
27 日 中播消防操法大会：三木市県消防学校

7 月　3 日 連合姫路政策フォーラム：姫路市
8 日 神崎郡社会を明るくする大会：市川町

11 日 参議院議員選挙投開票日
14 日 ビジネスアリーナ 2010：姫路武道館
16 日 農政環境常任委員会、兵庫地方自治研究センター研究員会議：神戸

22 ～ 23 日 農政環境常任委員会管内調査：東播磨、淡路
25 日 新生兵庫の会「井戸知事と語る会」：姫路市

東 奔 西 走（活動日誌）
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26 ～ 27 日 議員団管外調査：千葉、東京
28 日 産業労働委員会の新日鉄広畑工場視察
29 日 戦没者追悼式：県公館、新行革プラン意見交換会：神戸
30 日 市川町鶴居地区河川現地調査
31 日 ひまわり荘夏祭り：市川町

8 月　1 日 神崎郡人権同和教育研究大会：神崎中
2 ～ 4 日 農政環境常任委員会管内調査：但馬、丹波
5 ～ 6 日 平成２２年度事業政務調査会：神戸

7 日 辻川地区夏祭り：福崎
8 日 県消防操法大会：三木市消防学校

16 日 議員団総会：神戸
17 日 農政環境常任委員会：神戸
20 日 議員団総会：神戸
24 日 中播磨地区づくり懇話会：姫路
26 日 自治体議員団協議会研修会：明石
27 日 総務文教委員会神河町長谷村営ふれあいマーケット調査、香翠寮夏祭り：香寺
28 日 ソフトボールふくさきくらぶ杯、銀の馬車道劇団：福崎
29 日 神崎郡少年少女剣道大会：市川中
30 日 福崎町街路事業県当局要望会：民主党県民連合会議室

9 月 1 ～ 2 日 農政環境常任委員会管内調査：中・西播磨
8 ～ 10 日 農政環境常任委員会管外視察：秋田・青森

11 日 いちかわ園ふれあい感謝の集い：市川、中播磨地域ビジョン推進フォーラム：姫路
12 日 連合兵庫「政策研究集会」：姫路
13 日 知事に対する「重要政策提言」：神戸、福崎町近隣市町交流ゲートボール大会：福崎
16 日 農政環境常任委員会、議員団総会：神戸
17 日 アールミナール神崎工場竣工式：神河町
18 日 全国農業問題懇話会：加西市
19 日 ソフトボール郡大会、クラブ男子大会：福崎、神河町
21 日 神崎郡交通物故者追悼式：福崎
22 日 議会（初日）、議員団総会、交通安全県民大会：神戸
25 日 小学校運動会
27 日 西播磨市町長会要望会：姫路
28 日 議会（２日目）代表質問、議員団総会：神戸

29 ～ 10 月 1 日 議会一般質問、議員団総会：神戸
4 日 農政環境常任委員会、決算特別委員会、議員団総会：神戸
6 日 議会（６日目）表決、議員団総会：神戸

　　　　7・8・12 ～ 15・18・19・21・25 日　決算特別委員会：神戸
16 日 地域安全神崎郡民大会：福崎エルデホール
22 日 市川町道路改良事業県当局要望会：民主党県民連合会議室
24 日 すすき祭り：砥峰高原
26 日 議会（最終日）、議員団総会：神戸
27 日 農政環境常任委員会：神戸
28 日 議員団による土地改良事業現地調査：福崎町・西脇・三木・加古川
29 日 兵庫地方自治研究センター理事会、総会：神戸
30 日 福崎町消防団全国大会出場激励会：福崎町エルデホール

皆さまの県政に対するご意見をお聞かせください。
　たくさんのご意見をお待ちしています。事務所へもお気軽にお立ち寄りください。

《連絡先》　上野ひでかず事務所
　　　　　　〒 679-2204　神崎郡福崎町西田原 1253-2 Ｆ
　　　　　　TEL/FAX（0790）22 － 6805　　E-mail/kanzaki-gun ＠ coda.con.ne.jp


